
日本語学校教育研究大会の運営について 

 

 （財）日本語教育振興協会（日振協）では、日本語教育機関の学生の指導及び支援並びに

実践的な展開能力について研究協議を行い、教職員の資質向上を図るため、「日本語学校教

育研究大会」（従来の「日本語教員研究協議会」を平成１８年度に改称）を平成元年度以降

毎年実施しております。 

 日本語教育機関の教職員のみならず大学等の関係者、日本語教育に関心をお持ちの多くの

方々に参加していただきたいと思います。 

 平成元年度から数年間は、学校教育の中心的立場にある中堅教員を対象として、日本語教

育の総論からテキスト論、教室活動、実践的な展開能力に重点を置きました。平成９年度か

らは、教材開発・カウンセリング等研究協力校による実践的な教育・研究推進の事例発表並

びに自主研究の発表を中心とした研究協議に改めました。 

 平成１８年度に従来の「日本語教員研究協議会」のあり方を見直し、①参加双方向、②質

的向上、③対象拡大（教員のみならず事務職員・生活指導担当者の参加も勧める）を図り、

研究協議の活性化を一層促進することとしました。 これに伴い、名称を「日本語学校教育

研究大会」に改め、大会の円滑な実施を図るため毎年度「専門委員会」を設置し、大会の内

容や運営方法等を検討してきました。 

 「日本語学校教育研究大会専門委員会」の各年度の委員長は、次のとおりです。 

 平成18年度・19年度・20年度  奥田 純子 氏（コミュニカ学院長） 

 平成21年度・22年度・23年度  加藤 早苗 氏（インターカルト日本語学校代表） 

平成24年度・25年度  黒崎 誠 氏（ラボ日本語教育研修所主任講師） 

 


